○武蔵村山市住民基本台帳の一部の写しの閲覧に関する事務取扱規則
平成18年10月30日規則第62号
（趣旨）
第１条　この規則は、住民基本台帳法（昭和42年法律第81号。以下「法」という。）第11条及び第11条の２に規定する住民基本台帳の一部の写しの閲覧に関する事務について、法、住民基本台帳法施行令（昭和42年政令第292号）及び住民基本台帳の一部の写しの閲覧及び住民票の写し等の交付に関する省令（昭和60年自治省令第28号）に定めるもののほか、必要な事項を定めるものとする。
（閲覧の請求）
第２条　法第11条第１項の規定による住民基本台帳の一部の写しの閲覧の請求は、閲覧請求書（第１号様式）又はこれに準じて作成した公文書を提出してしなければならない。
（閲覧の申出）
第３条　法第11条の２第１項の規定による住民基本台帳の一部の写しの閲覧の申出は、閲覧申出書（第２号様式）及び誓約書（第３号様式）並びに次の各号に掲げる場合の区分に応じ当該各号に定める書類を市長に提出してしなければならない。
(１)　法第11条の２第１項第１号に掲げる活動を行うために住民基本台帳の一部の写しを閲覧するとき　閲覧事項を利用して行おうとする調査研究に使用する調査用紙その他の調査研究の実施を証する書類
(２)　法第11条の２第１項第３号に掲げる活動を行うために住民基本台帳の一部の写しを閲覧するとき　訴訟の提起その他特別の事情による居住関係の確認であることを証する書類
(３)　委託を受けて住民基本台帳の一部の写しの閲覧の申出を行うとき　委託関係を証する書類
２　前項の申出は、住民基本台帳の一部の写しの閲覧をしようとする日の14日前から当該閲覧をしようとする日の前日までの間にしなければならない。
（市長が定める居住関係の確認）
第４条　法第11条の２第１項第３号に規定する市長が定める居住関係の確認とは、訴訟の提起その他市長が相当と認める特別の事情による居住関係の確認であって、当該居住関係の確認の対象となる者の住所が明らかでなく、かつ、住民基本台帳の一部の写しの閲覧以外の方法によってはその確認が困難であるものとする。
（閲覧の承認等）
第５条　市長は、第２条の請求があったとき又は第３条第１項の申出があった場合において当該申出を相当と認めるときは、住民基本台帳の一部の写しを閲覧させるものとする。ただし、災害その他の事情により住民基本台帳の一部の写しを閲覧させることができないときは、この限りでない。
２　市長は、前項の規定により住民基本台帳の一部の写しを閲覧させることとしたときは、その日時を指定するものとする。
３　住民基本台帳の一部の写しを閲覧する者（以下「閲覧者」という。）が前項の規定により指定した日時に住民基本台帳の一部の写しを閲覧しなかったときは、第１項の請求又は申出はなかったものとみなす。
（閲覧の日時）
第６条　住民基本台帳の一部の写しを閲覧させる日時は、武蔵村山市の休日に関する条例（平成３年武蔵村山市条例第29号）に規定する市の休日及び当該休日の翌日を除く日の午前９時から午後４時までの間（正午から午後１時までの間を除く。）とする。
（閲覧の拒否及び制限）
第７条　市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、住民基本台帳の一部の写しを閲覧させないものとする。
(１)　法第11条の２第１項の規定による申出に係る活動が同項各号に掲げる活動と認められないとき。
(２)　住民基本台帳の一部の写しの閲覧が法第11条の２第１項各号に掲げる活動に必要でないと認めるとき。
(３)　前２号に掲げるもののほか、住民基本台帳の一部の写しを閲覧させることにより個人の権利利益が不当に侵害されるおそれがあると認めるとき。
２　市長は、法第11条の２第１項の規定による申出に係る住民の範囲が同項各号に掲げる活動に必要な範囲を超えていると認めるときは、当該超える範囲について住民基本台帳の一部の写しの閲覧を制限することができる。
（閲覧の中止）
第８条　市長は、閲覧者が次条各号のいずれかに該当する行為をしたとき、若しくはそのおそれがあると認めるとき、又は偽り若しくは不正の手段により住民基本台帳の一部の写しを閲覧していることが判明したときは、住民基本台帳の一部の写しの閲覧を中止させることができる。
（行為の禁止）
第９条　閲覧者は、住民基本台帳の一部の写しの閲覧に当たっては、次に掲げる行為をしてはならない。
(１)　武蔵村山市庁舎管理規則（昭和53年武蔵村山市規則第11号）第７条各号に規定する行為
(２)　撮影機、複写機その他これらに類する機器による住民基本台帳の一部の写しの撮影、複写等
(３)　携帯電話等の通信機器による住民基本台帳の一部の写しの記載事項の第三者への連絡等
(４)　前３号に掲げるもののほか、個人の権利利益が不当に侵害されるおそれがあると認められる行為
（住民基本台帳の一部の写しの改製）
第10条　住民基本台帳の一部の写しは、毎年４月、８月及び12月に改製するものとする。
（閲覧場所）
第11条　閲覧は、市長が指定した場所において行うものとする。
（閲覧手数料）
第12条　閲覧手数料は、武蔵村山市事務手数料条例（平成12年武蔵村山市条例第15号）に定めるところによる。
（閲覧状況の公表の時期）
第13条　法第11条第３項及び第11条の２第12項の規定による公表は、毎年８月に行うものとする。
（委任）
第14条　この規則に定めるもののほか必要な事項は、市長が別に定める。
附　則
この規則は、平成18年11月１日から施行する。
第１号様式（第２条関係）
第２号様式（第３条関係）
第３号様式（第３条関係）
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